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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 11,216 5.8 993 4.0 1,094 5.0 858 17.2

2025年３月期第３四半期 10,600 4.7 956 12.6 1,042 8.6 732 11.0

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 1,203百万円（51.5％） 2025年３月期第３四半期 793百万円（△6.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 83.74 －

2025年３月期第３四半期 71.46 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 21,912 15,286 69.8

2025年３月期 21,336 14,507 68.0

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 15,286百万円 2025年３月期 14,507百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2025年３月期 － 16.00 － 19.00 35.00

2026年３月期 － 21.00 －

2026年３月期（予想） 21.00 42.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 6.3 1,750 11.0 1,850 10.1 1,300 6.8 126.76

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 12,909,828株 2025年３月期 12,909,828株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 2,649,004株 2025年３月期 2,653,904株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 10,258,448株 2025年３月期３Ｑ 10,254,556株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

　（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、「役員株式給付信託（ＢＢＴ）」制度及
び「従業員株式給付信託（Ｊ-ＥＳＯＰ）」制度に係る信託財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が
保有している当社株式を含めております。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１.経営成績等の概況

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、物価高の影響が続くものの、雇用・所得環境の改善を背景

とした個人消費の持ち直しや、高水準の企業収益に支えられた設備投資の底堅い推移により、全体として緩やか

な回復基調を維持しました。

一方、世界経済においては、米国の通商政策の動向が製造業へ与える影響や、地政学リスクに伴う資源価格の

不安定化など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の下、セメント業界向けを中心とする耐火物セラミックス事業においては、国内のセメント生

産量が建設業界における人手不足や資材高騰による着工遅延、働き方改革に伴う工期の長期化などを背景に、中

長期的に減少傾向にある中、セラミックス分野の新規取引先の開拓に積極的に取り組んだ成果もあり、売上高は

前年同四半期を上回りました。一方で、人件費や購入資材価格の高騰による製造コストの上昇や、耐火物の価格

競争の影響もあり、利益は前年同四半期を下回りました。

プラント事業においては、工事部門が堅調に推移したことにより売上高、利益ともに前年同四半期を上回りま

した。

建材及び舗装用材事業においては、万博開催による一時的な需要減などもあり、売上高は前年同四半期を下回

りましたが、価格改定の推進等により利益は前年同四半期を上回る結果となりました。

不動産賃貸事業においては、テナント入替の影響を最小限に抑えつつ、賃料値上げの効果もあり売上高、利益

とも前年同四半期を上回る結果となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高11,216百万円（前年同四半期比5.8％増）、営業

利益993百万円（前年同四半期比4.0％増）、経常利益1,094百万円（前年同四半期比5.0％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益858百万円（前年同四半期比17.2％増）となりました。

なお、第１四半期連結会計期間より、従来「耐火物」としていた報告セグメントの名称を「耐火物セラミック

ス」に変更しております。当該変更は名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（耐火物セラミックス）

　耐火物セラミックス事業につきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は5,007百万円（前年同四半期

比6.8％増）、セグメント利益は246百万円（前年同四半期比5.4％減）となりました。

（プラント）

　プラント事業につきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は4,319百万円（前年同四半期比14.9％

増）、セグメント利益は476百万円（前年同四半期比1.4％増）となりました。

（建材及び舗装用材）

　建材及び舗装用材事業につきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,529百万円（前年同四半期比

11.7％減）、セグメント利益は101百万円（前年同四半期比16.5％増）となりました。

（不動産賃貸）

　不動産賃貸事業につきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は296百万円（前年同四半期比0.0％

増）、セグメント利益は147百万円（前年同四半期比3.1％増）となりました。

（その他）

　「その他」の区分につきましては、主に、外注品等を販売する事業であり、当第３四半期連結累計期間の売上

高は62百万円（前年同四半期比48.4％減）、セグメント利益は18百万円（前年同四半期比17.5％減）となりまし

た。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産の状況）

　流動資産は、電子記録債権や棚卸資産が増加したものの、現金及び預金や受取手形、売掛金及び契約資産の減

少などにより、全体としては12,486百万円（前連結会計年度末比453百万円減）となりました。固定資産は、投資

有価証券の増加などにより、全体としては9,426百万円（前連結会計年度末比1,029百万円増）となりました。そ

の結果、資産合計では、21,912百万円（前連結会計年度末比575百万円増）となりました。

（負債の状況）

　流動負債は、支払手形及び買掛金や賞与引当金の減少などにより、全体としては4,784百万円（前連結会計年度

末比390百万円減）となりました。固定負債は、長期借入金や退職給付に係る負債の増加などにより、全体として

は1,841百万円（前連結会計年度末比186百万円増）となりました。その結果、負債合計では、6,625百万円（前連

結会計年度末比203百万円減）となりました。

（純資産の状況）

　純資産は、利益剰余金やその他有価証券評価差額金の増加などにより、15,286百万円（前連結会計年度末比779

百万円増）となり、自己資本比率は69.8％（前連結会計年度末比1.8ポイント増）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2025年５月15日の「2025年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。

　なお、業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想

数値と異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,176,272 3,576,520

受取手形、売掛金及び契約資産 4,037,086 3,260,611

電子記録債権 1,454,590 1,791,124

棚卸資産 3,172,273 3,774,925

その他 101,205 84,229

貸倒引当金 △1,645 △1,303

流動資産合計 12,939,781 12,486,107

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,580,664 2,564,446

土地 2,079,228 2,078,375

その他（純額） 1,067,066 1,124,006

有形固定資産合計 5,726,958 5,766,828

無形固定資産

のれん 8,730 4,989

その他 37,214 33,847

無形固定資産合計 45,944 38,836

投資その他の資産

投資有価証券 2,177,854 3,277,856

その他 446,048 342,640

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 2,623,900 3,620,494

固定資産合計 8,396,804 9,426,159

資産合計 21,336,585 21,912,266

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,314,087 1,158,734

電子記録債務 935,210 794,120

短期借入金 1,180,000 1,080,000

１年内償還予定の社債 60,000 60,000

未払法人税等 221,248 144,198

賞与引当金 360,046 186,775

製品保証引当金 59,321 31,649

工事損失引当金 － 38,889

その他 1,044,567 1,289,822

流動負債合計 5,174,479 4,784,189

固定負債

社債 230,000 200,000

長期借入金 － 100,000

株式給付引当金 33,485 34,792

役員株式給付引当金 64,595 81,293

役員退職慰労引当金 61,179 62,573

退職給付に係る負債 675,819 759,234

資産除去債務 61,250 61,613

その他 528,186 541,606

固定負債合計 1,654,516 1,841,114

負債合計 6,828,996 6,625,303

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 877,000 877,000

資本剰余金 1,047,029 1,047,029

利益剰余金 12,354,457 12,788,009

自己株式 △503,791 △502,103

株主資本合計 13,774,694 14,209,935

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 732,812 1,076,979

繰延ヘッジ損益 81 48

その他の包括利益累計額合計 732,894 1,077,027

純資産合計 14,507,589 15,286,962

負債純資産合計 21,336,585 21,912,266
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年12月31日)

売上高 10,600,534 11,216,342

売上原価 7,784,486 8,379,051

売上総利益 2,816,047 2,837,291

販売費及び一般管理費 1,859,947 1,843,296

営業利益 956,100 993,994

営業外収益

受取利息 902 2,894

受取配当金 64,718 76,600

受取保険金 23,776 20,059

その他 11,520 16,546

営業外収益合計 100,917 116,100

営業外費用

支払利息 5,994 10,019

災害による損失 5,380 690

その他 2,946 4,706

営業外費用合計 14,320 15,415

経常利益 1,042,697 1,094,679

特別利益

固定資産売却益 649 5,001

投資有価証券売却益 － 112,986

特別利益合計 649 117,987

特別損失

固定資産売却損 － 3,334

投資有価証券評価損 10,760 －

特別損失合計 10,760 3,334

税金等調整前四半期純利益 1,032,587 1,209,332

法人税等 299,768 350,334

四半期純利益 732,818 858,997

親会社株主に帰属する四半期純利益 732,818 858,997

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年12月31日)

四半期純利益 732,818 858,997

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 62,469 344,166

繰延ヘッジ損益 △1,348 △33

その他の包括利益合計 61,121 344,133

四半期包括利益 793,939 1,203,130

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 793,939 1,203,130

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

耐火物セ
ラミック

ス
プラント

建材及び
舗装用材

不動産
賃貸

計

売上高

顧客との契約

から生じる収

益

4,690,170 3,759,011 1,733,055 － 10,182,236 121,452 10,303,689 － 10,303,689

その他の収益 － － － 296,844 296,844 － 296,844 － 296,844

外部顧客への

売上高
4,690,170 3,759,011 1,733,055 296,844 10,479,081 121,452 10,600,534 － 10,600,534

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

703,994 813 4,687 3,517 713,011 － 713,011 △713,011 －

計 5,394,164 3,759,824 1,737,742 300,362 11,192,092 121,452 11,313,545 △713,011 10,600,534

セグメント利益 260,053 469,793 86,992 143,108 959,948 22,887 982,836 △26,735 956,100

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

耐火物セ
ラミック

ス
プラント

建材及び
舗装用材

不動産
賃貸

計

売上高

顧客との契約

から生じる収

益

5,007,936 4,319,116 1,529,769 － 10,856,823 62,668 10,919,491 － 10,919,491

その他の収益 － － － 296,850 296,850 － 296,850 － 296,850

外部顧客への

売上高
5,007,936 4,319,116 1,529,769 296,850 11,153,674 62,668 11,216,342 － 11,216,342

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

670,057 － 1,060 3,517 674,635 － 674,635 △674,635 －

計 5,677,994 4,319,116 1,530,830 300,368 11,828,309 62,668 11,890,978 △674,635 11,216,342

セグメント利益 246,087 476,438 101,338 147,487 971,351 18,887 990,238 3,755 993,994

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外注事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△26,735千円は、棚卸資産の調整額であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外注事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額3,755千円は、棚卸資産の調整額であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

　　（報告セグメントの名称変更）

　　　 第１四半期連結会計期間より、従来「耐火物」としていた報告セグメントの名称を「耐火物セラミックス」に

変更しております。当該変更は名称変更のみであり、セグメント情報に与える影響はありません。

　　 なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報についても変更後の名称で記載しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費 320,6111千円 355,053千円

のれんの償却額 3,741千円 3,741千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（追加情報）

（業績連動型株式報酬制度）

　当社グループは、取締役（監査等委員である取締役及びそれ以外の取締役のうち社外取締役である者を除く。）

及び執行役員（以下、「当社グループの取締役及び執行役員」を合わせて「対象役員」という。）の報酬と当社の

業績及び株式価値との連動性をより明確にし、対象役員が株価上昇によるメリットのみならず、株価下落リスクま

でも株主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と役員の使命である「中長期を見据えた戦略の遂行」に

対する動機付けをさらに高めることを目的として、2019年６月27日開催の第157回定時株主総会決議により業績連

動型株式報酬制度「役員株式給付信託（ＢＢＴ（＝Board Benefit Trust））」制度（以下、「本制度」とい

う。）を導入しております。

　当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上

の取扱い」（実務対応報告第30号　2015年３月26日）に準じております。

(1)取引の概要

　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託を「本信

託」という。）を通じて取得され、対象役員に対して、当社及び当社の子会社が定める役員株式給付規程に従っ

て、当社株式及び当社株式を時価で換算した金額相当の金銭が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度

であります。

　なお、対象役員が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として対象役員の退任時になります。

(2)信託が保有する自社の株式に関する事項

　信託が保有する当社株式の信託における帳簿価額は、前連結会計年度57,112千円、当第３四半期連結会計期間

56,276千円で、株主資本において自己株式として計上しております。

　また、当該株式の期末株式数は、前連結会計年度129,800株、当第３四半期連結会計期間127,900株、期中平均株

式数は、前第３四半期連結累計期間129,800株、当第３四半期連結累計期間128,908株であり、１株当たり情報の算

定上、控除する自己株式に含めております。

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　当社グループは、当社の株価や業績と従業員の処遇の連動性をより高め、業績向上への意欲を高めるため、従業

員（当社子会社の従業員を含む。以下同じ。）に対して自社の株式を給付する「従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯ

Ｐ）」制度（以下、「本制度」という。）を導入しております。

(1)取引の概要

　本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした従業員に対して当社株式を給付する

仕組みであります。従業員に対して給付する株式については、予め設定した信託（以下、「本信託」という。）に

より将来分も含めて取得し、信託財産として分別管理しております。

(2)信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理

　「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号　2015年

３月26日）を適用し、本制度に関する会計処理としては、本信託の資産及び負債を当社グループの資産及び負債と

して四半期連結貸借対照表上に計上する総額法を採用し、本信託が保有する当社株式を四半期連結貸借対照表の純

資産の部において、自己株式として表示しております。

(3)信託が保有する自社の株式に関する事項

　信託が保有する当社株式の信託における帳簿価額は、前連結会計年度71,113千円、当第３四半期連結会計期間

70,261千円で、株主資本において自己株式として計上しております。

　また、当該株式の期末株式数は、前連結会計年度250,400株、当第３四半期連結会計期間247,400株、期中平均株

式数は、前第３四半期連結累計期間251,780株、当第３四半期連結累計期間248,767株であり、１株当たり情報の算

定上、控除する自己株式に含めております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

    2026年２月６日

美濃窯業株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

　名古屋事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 浅川　昭久

指定社員
業務執行社員

公認会計士 橋本　健太郎

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている美濃窯業株式会社の2025年４月１日から2026年３月31

日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期

間（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名

古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財

務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）

に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成

基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これ

には、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制

を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４

条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表

等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要が

ある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所及び株式

会社名古屋証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用され

ている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚

起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に

対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入

手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び株式会社名古屋証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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